
数理統計学

責任者・コーディネーター 情報科学科数学分野 長谷川 大 助教

担当講座・学科 (分野 ) 情報科学科数学分野

担 当 教 員 長谷川 大 助教

対 象 学 年 1
区分・時間数 講義 21時間

期 間 後期

・学習方針（講義概要等）

生命科学の領域には、現象の因果関係が錯綜し、決定論的方法ではなかなか解決できない問題がとり

わけ多い。統計学は複雑で曖昧な生命現象を解明するために有効な科学的方法論として医療系諸分野

の実務・研究に広く用いられている。近年、「科学的根拠に基づく医学・医療（evidence-based

medicine）」の大切さが広く認識されるにつれ、その数理的背景を支える統計学の重要性が以前にも

増して強く認識されるようになった。統計学は、確率論の上に成り立つ分野であるから、100％間違

いない論理を重ねてゴールを目指すのではなく、結論が間違っているかもしれない可能性を吟味し、

織り込み済みの上でゴールを目指す。「直接法」で攻めるには少々困難な複雑な生命現象の現実的な

解明手段として統計学が大いに役立つ理由はこの点にある。現在では、数学的理論背景の知識が無く

ても様々な統計解析法がコンピュータの力を借りて簡単に利用できる便利な時代になったが、「な

ぜ？」という疑問に自答できる力がなければ、「便利」は「危険」と同義語になる。本科目では、統

計学を「安全」に利用するための基礎知識と統計学的思考法を教授する。

・教育成果（アウトカム）

数理統計学の基礎である資料の整理、確率、確率分布、中心極限定理等に関する基本知識を習得した

り、それらの知識を用いた応用計算を行ったりすることによって、確率・統計学の基礎知識と思考方

法を会得し、推測統計学および医学統計学への準備段階に到達する。そして、将来の統計課題におい

て統計学を安全かつ適切に利用することができる。 （ディプロマポリシー：8）

・到達目標（SBO）

1.度数分布表とヒストグラムを作り、代表値を計算し、説明できる。

2.最小二乗法による直線回帰および相関係数を計算し、説明できる。

3.確率の概念、条件付き確率と加法定理、乗法定理を説明できる。

4.離散型と連続型の確率変数およびそれらの分布を説明できる。

5.代表的な確率分布を説明できる。

6.標本理論の基本を説明できる。

7.統計量と標本分布を説明できる。

8.中心極限定理と標本平均の正規近似を説明できる。



・講義日程 （矢）西 105 1-E講義室

【講義】

月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容/到達目標

9/5 木 3 数学分野 長谷川 大 助教

統計学ガイダンス

1. 統計学とはどのような学問か概説で

きる。講義

事前学修：Webclassにアップロードさ

れた該当回の授業プリントを通読す

る。

9/12 木 3 数学分野 長谷川 大 助教

統計データの整理

(1) 度数分布，代表値

1. 度数分布表とヒストグラム作ること

ができる。

2. 主な代表値を計算できる。講義・グ

ループワーク

事前学修：Webclassにアップロードさ

れた該当回の授業プリントおよび教科

書 pp.11～21を通読する。

事後学修：授業プリントの演習問題を

解く。

9/19 木 3 数学分野 長谷川 大助教

統計データの整理

(2) 散布度，平均値と標準偏差

1. 主な散布度を計算できる。

2. チェビシェフの不等式を概説でき

る。講義・グループワーク

事前学修：Webclassにアップロードさ

れた該当回の授業プリントおよび教科

書 pp.21～25を通読する。

事後学修：授業プリントの演習問題を

解く。

9/26 木 3 数学分野 長谷川 大 助教

統計データの整理

(3) 相関係数・回帰直線

1. 相関係数を計算できる。

2. 回帰直線を計算できる。講義・グル

ープワーク

事前学修：Webclassにアップロードさ

れた該当回の授業プリントおよび教科

書 pp.190～193を通読する。

事後学修：授業プリントの演習問題を

解く。



10/3 木 3 数学分野 長谷川 大 助教

確率と分布

(1) 確率の意味

1. 確率の概念を説明できる。

2. 順列や組み合わせに関する基本的な

計算ができる。

3. 基本的な確率の問題を解くことがで

きる。講義・グループワーク

事前学修：Webclassにアップロードさ

れた該当回の授業プリントおよび教科

書 p.33を通読する。

事後学修：授業プリントの演習問題を

解く。

10/10 木 3 数学分野 長谷川 大 助教

確率と分布

(2) 確率変数と確率分布

1. 離散的・連続的な確率変数とその確

率分布を説明できる。

2. 期待値、分散を説明できる。講義・

グループワーク

事前学修：Webclassにアップロードさ

れた該当回の授業プリントおよび教科

書 pp.33～40を通読する。

事後学修：授業プリントの演習問題を

解く。

[B-4-2)-①]

10/31 木 3 数学分野 長谷川 大 助教

確率と分布

(3) 離散変数の確率分布

1. 二項分布を概説できる。

2. 二項分布の期待値、分散を計算でき

る。

3. ポアソン分布を概説できる。

4. ポアソン分布の期待値、分散を計算

できる。講義・グループワーク

事前学修：Webclassにアップロードさ

れた該当回の授業プリントおよび教科

書 pp.41～48を通読する。

事後学修：授業プリントの演習問題を

解く。

[B-4-2)-①]



11/5 火 3 数学分野 長谷川 大 助教

確率と分布

(5) 連続変数の確率分布 1

1. 正規分布、標準正規分布を概説でき

る。

2. 正規分布に従う確率変数の確率を計

算できる。講義・グループワーク

事前学修：Webclassにアップロードさ

れた該当回の授業プリントおよび教科

書 pp.48～55を通読する。

事後学修：授業プリントの演習問題を

解く。

[B-4-2)-①]

11/12 火 3 数学分野 長谷川 大 助教

確率と分布

(6) 連続変数の確率分布 2

1. 正規分布による二項分布の近似がで

きる。講義・グループワーク

事前学修：Webclassにアップロードさ

れた該当回の授業プリントを通読す

る。

事後学修：授業プリントの演習問題を

解く。

[B-4-2)-①]

11/19 火 3 数学分野 長谷川 大 助教

確率と分布

(7) 連続変数の確率分布 3

1. カイ 2乗分布を概説できる。

2. t分布を概説できる。

3. F分布を概説できる。

4. 主な確率分布の数値表を適切に利用

できる。講義・グループワーク

事前学修：Webclassにアップロードさ

れた該当回の授業プリントを通読す

る。

事後学修：授業プリントの演習問題を

解く。

[B-4-2)-①]

11/26 火 3 数学分野 長谷川 大 助教

母集団と標本

(1) 基礎と標本抽出

1. 母集団と標本、母数と統計量の違い

を説明できる。

2. 標本調査について概説できる。講

義・グループワーク

事前学修：Webclassにアップロードさ

れた該当回の授業プリントおよび教科

書 pp.59～68を通読する。

事後学修：授業プリントの演習問題を

解く。



12/3 火 3 数学分野 長谷川 大 助教

母集団と標本

(2) 標本平均の分布

1. 中心極限定を概説できる。

2. 正規母集団からの標本平均の分布を

計算できる。講義・グループワーク

事前学修：Webclassにアップロードさ

れた該当回の授業プリントおよび教科

書 pp.59～68を通読する。

事後学修：授業プリントの演習問題を

解く。

12/10 火 3 数学分野 長谷川 大 助教

母集団と標本

(3) 標本比率・分散の分布

1. 標本比率の分布を計算できる。

2. 標本分散と不偏分散の違いを説明で

きる。講義・グループワーク

事前学修：Webclassにアップロードさ

れた該当回の授業プリントを通読す

る。

事後学修：授業プリントの演習問題を

解く。

12/17 火 3 数学分野 長谷川 大 助教

統計問題および歯学への応用

1．確率変数とその分布の原理と方法に

ついて理解を深め、計算できる。

2．応用問題に接することにより、総合

的理解を深め、具体的扱い方法を習得

できる。講義・グループワーク

事前学修：前回までに解いた演習問題

で間違った問題を復習する。

事後学修：講義中に解いた応用問題で

間違った問題を復習する。

[B-4-2)-①]

・教科書・参考書等

教：教科書 参：参考書 推：推薦図書

書籍名 著者名 発行所 発行年

教 生物統計学 標準教科書 寺尾哲／森川敏彦共著 ムイスリ出版 2016

参 医系の統計入門 第 2版 根岸 龍雄監修、階堂 武郎著 森北出版 2013

参
Excelによるメディカル/

コ・メディカル 統計入門
勝野恵子、井川俊彦著 共立出版 2003

参 医学への統計学 新版 丹後 俊郎著 朝倉書店 1993



・成績評価方法

定期試験の結果 60％、演習課題 30％および積極的な取り組み状況 10％で総合的に評価する。

・特記事項・その他

各自、所有の関数電卓を持参のこと。必要に応じてノート PCを持参のこと。

解いた演習問題はレポートとして提出する。提出されたレポートは添削して返却し、翌回の講義で

解説を行う。返却されたレポートは Webclassにアップロードされた解答解説や該当回の授業プリン

トを用いて復習すること。

各授業の中で、演習問題を学生同士で教えあう時間を設け、全体および個々の理解を深める。

各回の事前・事後学修には合わせて最低１時間 45分を要する。

【参照】歯学教育モデル・コア・カリキュラム－教育内容ガイドライン－（平成 28年度改訂版）

・授業に使用する機器・器具と使用目的

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的

講義 ノート PC(MS Windows/Apple Mac) 1 資料作成、講義プレゼン用

講義 タブレット(Apple iPad) 1 講義プレゼン用

講義 関数電卓 1 資料作成、講義プレゼン用

講義 教室付属 AVシステム一式 1 資料作成、講義プレゼン用


